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生活協同組合コープおきなわ（以下「コープおき
なわ」という。）では、様々な関係者と連携し、子供
から大人まで幅広い世代に対し、地産地消の促進や
食文化の継承に関する取組を実施しています。

中学校を対象にした取組では、学校や行政、生産
者、地元企業、大学等と連携し、キャリア教育の一
環として行われている地域の特産品を活用した商品
開発を支援しています。中
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生が、特産品を利用して観光客にも地元の人にも愛
される商品開発を目指し取り組んだプロジェクトで
は、コープおきなわの職員が助言を行うとともに、
地域と生産者やメーカーをつなぐ橋渡し役を担いま
した。クラスごとに「島ニンジンケーキ」などの地
域の特産品を使った商品を開発し、生徒自らがコー
プおきなわの店舗で販売しました。地域が一体となっ
て地産地消を推進するとともに、中学生が自ら地域
の歴史や特徴、産業の課題や農林水産物の特性を発
見し、特産品販売を通じて地域の魅力を発信するこ
とで、地域の「誇り」を感じることのできる取組と
なっています。

また、生産者や地元企業と連携した「親子米づく
りスクール」や「定置網体験ツアー」を開催し、生
産から販売、消費までの一連の流れを体験すること
で、食の循環について学ぶ機会の提供を行っていま
す。例えば、「定置網体験ツアー」には、定置網漁体
験だけでなく、市場でのセリ体験、店舗での加工体
験や販売体験も含まれています。さらに、旬の沖縄
食材に触れ、食事作りを楽しむきっかけを提供する
子供向けや親子向けの料理教室、沖縄の伝統的な食
文化を継承するための琉球料理教室や薬膳料理講習
会の実施等、多岐にわたる活動を行っています。

食育を通した地域の活性化や中学生の成長は沖縄
の未来づくりそのものであり、今後も、活動を工夫
しながら取組を継続していきたいと考えています。

地域の関係者と共に農林水産物の活用と食育を一体的に推進～地産
地消や食文化の継承等を通じた持続可能な地域づくりと人づくり～
（第4回食育活動表彰　農林水産大臣賞受賞）

生活協同組合コープおきなわ（沖縄県）

事 

例

定置網漁体験の様子

市場でのセリ体験

中
なか

城
ぐすく

中学校での授業の様子

ゆし豆腐づくり等を行っている
親子向けの料理教室

	

第
3
章	

地
域
に
お
け
る
食
育
の
推
進


